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これらを従属変数とした。４）調査期間：2015 年 4 月～2016 年 3 月である。５）データ
収集方法：患者の「胃のリハビリ記録」を 2 枚複写式とし、複写分を退院時に回収するこ
とでデータを収集した。 
【結果】看護師 25 名、患者 14 名の対象者が得られた。看護師の背景は、男性 5 名・女性
20 名、平均年齢 32.1±8.3 歳、看護師経験年数 10.7±8.3 年、プログラム導入病棟勤務経
験月数 29.7±20.3 か月である。患者の背景は、男性 9 名・女性 6 名、平均年齢 67.1±13.5
年歳、術式は幽門側胃切除術 10 名・胃全摘術 3 名・噴門側胃切除術 1 名、術後平均在院日
数は 15.4±11.1 日である。患者 14 名が術後に胃のリハビリを実施した回数は計 153 回で
あった。そのうち、看護師集団がプログラムが求めるフィードバックを正しく実行してい
たのは 39 回（25.5％）であり、患者が食事摂取量の適否を正しく判断していたのは、41
回（26.8％）であった。幽門側胃切除術以後患者の平均 1 回食事摂取量は 265.2±102.4ｇ、





【学会、論文発表状況】分析・考察を追加後  2016 年度中に日本看護科学学会誌または日
本行動分析学会誌に投稿予定である。  
